
Badderloch Woad Inc.の優れた新しい工程

は、場所や天候に制限されず、農園ベース

のコチニールカイガラムシ培養に内在する

課題を克服しています。そしてホストサボ

テンの健康状態にはもはや依存しません。  

これは、コチニールカイガラムシを培養 

し、カイガラムシ生産を管理された方法で

生産しながら、必要最小限の器具と簡単な

技術のみを要する新しい手法です。  

BWIの革新により、捕食生物や有害な気象

条件の脅威を考える必要なく、効率的な処

理を通じた抽出、加工により商業用途への

染色材料として供給体制をより確実に整え

ることができます。

この素晴らしい機会についての詳細は、

以下までお問い合わせください

Connie M. Hendrickson, PhD

Denise L. Merkle, PhD

電話 001--888-518-3479

または Eメール info@badderlochwoad.com
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コチニールカイガラムシの生産（つまりカ

ルミンの生産）は、多くの環境的要因によ

り阻害される可能性があります。各種の自

然発生捕食生物の存在、低温、降雨条件等

です。 

さらに、コチニールカイガラムシの養殖と

生産は、ウチワサボテン属サボテンの健康

状態に依存しています。コチニールカイガ

ラムシがホストサボテンを殺すことができ

る寄生虫であるため、コチニール養殖にお

けるこの側面は特に難しい課題となってい

ます。結果として、コチニールの生産業者

は、常に大量のサボテンホスト（通常は1
万エーカー以上）を供給できる体制を整え

ておく必要があります。

 

Badderloch Woadの新しい工程がこれら

の課題を克服します。

カルミン

カルミン（コチニール）は、数千年前か

ら用いられてきた鮮やかな天然赤色染料

です。カルミンの生産は難しいですが、

この染料は今でも非常に多くの用途に用

いられています。抽出処理したカルミン

は、食品、菓子、医薬品、化粧品の着色

に使用されています。その染色性によ  

り、造影剤として微生物学的研究や細胞

研究にも用いられています。

カルミンの色成分であるカルミン酸は、

捕食回避化合物で、コチニールカイガラ

ムシ科のカイガラムシの一種であるコチ

ニールカイガラムシの生存中に生成され

ます。

コチニール養殖には難しい側面があった

ため、Badderloch Woad Inc.は労働力が

少なく、地理的に制限がないコチニール

カイガラムシの養殖方法を設計すること

を目指しました。

Badderloch Woadの、自然農法及び収穫

に関する新しい特許出願中の工程には大

きな価値があります。

コチニールカイガラムシは、ウチワサボ

テン属のサボテンに寄生虫として自然に

発生します。例えば、一般的なウチワサ

ボテン等です。現在、感染サボテンパッ

ドまたはサボテンに付着させたメスを用

いたプランテーションサボテンの植菌を

慎重に行うことで、大規模収穫用コチニ

ールカイガラムシが養殖されています。

植菌後、コチニールカイガラムシは3ヶ月

の成長サイクルにおいて、捕食生物や有

害な気象条件から守る必要があります。

コチニールカイガラムシは収集され、試

験場にて小さな受胎したメス（体長0.25
インチ（0.5センチ））よりカルミンが抽

出されます。カルミン酸1キロを生産する

ために約15万5千匹のカイガラムシが必要

です。収穫工程は、労働力と時間を要す

る作業であり、通常、感染させたサボテ

ンから手でコチニールカイガラムシを除

去することになります。


